
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     山岡光広議員は、昨年１０月より広域行政組合議会議員として選任されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 沖縄県うるま市で米軍属による女性暴行殺害事件が起こりました。基地が

あるがゆえの事件に対して、満身の怒りをもって抗議するとともに、基地の

ない沖縄へ転換を図るとともに、日米地位協定の抜本的な見直しを求めます。 

 こうしたなか、今年も６月１８日、国民平和第行進湖南甲賀コースが取り

組まれ、東京・広島通し行進者の山内金久さんと一緒に、力強く行進しまし

た（写真）。 

 

電話 0748-86-2985 Fax0748-86-0415   yama729@maia.eonet.ne.jp http://www.facebook.com/mituhiro.yamaoka 

このニュースは、毎週発行しています。fb でもご覧いただけます。また毎週金曜日早朝、甲南・寺庄・甲賀の各駅をまわって配布しています。 
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日
本
共
産
党
の
山
岡
光
広
議
員
は
、
①
熊
本
地
震
の
教
訓
を
生
か
し
災
害
に
強
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
、
②
学

童
保
育
で
待
機
を
生
み
出
さ
な
い
対
策
、
③
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
、
④
市
職
員
の
健
康
管
理
と
労
働
条
件
改
善
、

の
４
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
ま
た
米
軍
属
に
よ
る
女
性
殺
害
事
件

へ
の
抗
議
と
日
米
地
位
協
定
の
見
直

し
、
老
朽
原
発
の
廃
炉
を
求
め
る
意
見
書
を
提
案
し
ま
し
た
。
賛
否
の
結
果
は
、
市
議
団
ニ
ュ
ー
ス
参
照
。 

 ６月定例議会は６月６日から２７日まで開かれました。一般質問には１８人の議員がたち、

日本共産党は議案提案権を生かして４本の意見書を提案しました。 

校における対応の拡充について質問しました。 

 食物アレルギーの実態については「公立保育

園で 127 人、小中学校で 122 人」で、エピペ

ン携帯の児童生徒は「保育園・幼稚園で６人、

小学校では３２人、中学校４人」と急増してい

る実態があらためて浮き彫りになりました。 

 山岡議員は、保育園では対応マニュアルにも

とづき、毎月研修・訓練を実施していますが、

小学校においても、対応マニュアルに基づき実

施されているか、と質問。山岡議員は、対応マ

ニュアルは作成されているものの、文科省が示

した改定部分が生かされていない点を指摘、充

実を求めました。 

 

 

 市職員が健康で働きやすい職場環境をつく

ることは、市職員の資質向上と市民サービス向

上につながる、との立場から、非正規と正規雇

用の実態、長時間残業と休日出勤に伴う振替休

日取得状況、年次有給休暇の取得状況などにつ

いて実態を明らかにし、改善を求めました。 

 

 

 
            大規模な連続する 

地震動が被害を拡大 

させた熊本地震。これ

までの地震想定を超

え、防災の拠点である

市役所（写真）が倒壊 

する事態にもなったことから、その教訓を生か

し、地震想定や地域防災計画の見直し、避難所

の改善などについて質問しました。市長は「内

陸直下型地震の場合は発生確率に関係なく、啓

発と対策強化が急がれる。学校を避難所として

指定する場合、水・食料・トイレなどの課題が

ある。機能を持たせていく見当が必要である」、

危機管理。安全統括監は「防災計画など見直し

していく」と回答がありました。 

 

 

 

 学童保育の入所希望増に対し「待機」を生み

出さないための施設整備・職員の確保策につい

て山岡議員は３月議会に続いて質問しました。 

 これに健康福祉部理事は「甲南そまっこ児童

クラブは定員８０名の第二児童クラブを新設、

信楽くもっこも移転し対応」と回答。人材確保

についても「給与・賃金の増額を行い、安定し

た支援員の確保」に力を入れていく、と約束。 

 

 

 食物アレルギーの児童生徒に対する対応は、

何度も取り上げてきましたが、今回は、小中学

 甲賀広域行政組合議会が３月２８日開かれました（写真）。

昨年１０月から広域議員に選任された山岡議員は、一般質問の

中で、交通事故被害者を病院に救急搬送する際、高速道路の進

行方向を誤ったために、約一時間遅延した事案について直接的

原因を明らかにするとともに、①ＧＰＳ機能を活用して救急車

両と指令室との連携の有無、②搬送経路マニュアル、③「警防

活動時における安全管理マニュアル」の作成等、再発防止策に

ついて、情報共有と集団での確認の必要性を強調しながら具体

策を求めました。管理者の中嶋甲賀市長からは「根本的な原因

を多面的に検証しながら、その防止策と対応策をしっかりと見

直し、日常業務に確実に反映していかなければならない」と答

弁がありました。 

 また６月２９日の議会では、水槽式消防ポンプ自動車購入の

契約議決があり、性能や保険、耐用年数、今後の更新計画につ

いて質疑し、議案に賛成しました。 

●熊本地震の教訓生かし災害に強い福祉

のまちづくりをすすめるために 

●小中学校における食物アレルギー対応 

●学童保育で「待機」を生み出さないた

めの施設整備と職員の確保策 

●市職員の健康管理と労働条件改善 


